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履　歴
〔職歴〕
1977年（昭和52年） 5 月　東京大学教養学部助手（～1979年 3 月）
1978年（昭和53年） 4 月　青山学院女子短期大学非常勤講師（心理学）（～1979年 3 月）
1979年（昭和54年） 4 月　専修大学文学部講師（発達心理学）
1982年（昭和57年） 4 月　専修大学文学部助教授（発達心理学）
1988年（昭和63年） 4 月　東京女子大学文理学部非常勤講師（認知心理学特殊講義）（～1988年 9 月）
1988年（昭和63年） 4 月　東京都立大学人文学部非常勤講師年（心理学特殊講義）（～1989年 3 月）
1989年（平成元年） 4 月　専修大学文学部教授（発達心理学）（～2010年）
1990年（平成 2 年） 4 月　青山学院大学文学部非常勤講師（教育心理学演習）（～1991年 3 月）
1990年（平成 2 年） 9 月　東京大学文学部非常勤講師（心理学特殊講義）（～1991年 3 月）
1997年（平成 9 年） 4 月　東京大学教養学部非常勤講師（人間行動基礎論）（～1997年 9 月）
1998年（平成10年） 9 月　東京大学文学部非常勤講師（心理学特殊講義）（～1998年 3 月）
2010年（平成22年） 4 月　専修大学人間科学部教授（発達心理学）（現在に至る）
業　績
山上精次（1974）．記憶の心理薬理学的研究―ラッテにおける状態依存現象について　東京大学大学院
人文科学研究科 修士論文
山上精次（1974）．シロネズミにおける disk-pushing 反応の消去過程に対する EFFORT の効果につい
て　動物心理学年報，24，31-36.
山上精次（1978）．新生児・乳児の心理学的検査法―新生児の道具的条件づけについて　東海大学医学
部産婦人科小児科講演会
山上精次・高橋哲也（1979）．新生児における四肢の運動パターンの研究（ 1 ）―測定法及び処理法に
ついて　日本心理学会第43回大会発表論文集，422.
山上精次（1979）．新生児における四肢の運動パターンの研究（ 2 ）―モロー反射について　日本教育
心理学会第21回総会発表論文集，190-191.
東條正城・伊藤博子・山上精次・高橋澪子・金城辰夫・重松毅（1980）．α帯域の周期的閃光刺激が脳
波に及ぼす影響とその個人差　専修大学人文科学年報，10， 3 -58.
山上精次（1980）．新生児における四肢の運動パターンの研究（ 3 ）―自発的運動について　日本心理
学会第44回大会発表論文集，472.
山上精次（1980）．乳幼児の奥行視について　現代文化研究会会報，53，19-27.
山上精次（1981）．新生児の運動解析のための簡易画像計測システム　サイコロジー，16，36-47.
金城辰夫・山上精次（1981）．タイピング過程分析のための実験計画　専修大学情報科学研究， 2 ，21-
28.
山上精次（1982）．学習　水野節子（編）現代心理学　学術図書出版，第 3 章，p.43-61.
山上精次（1982）．動機づけ　水野節子（編）現代心理学　学術図書出版，第 5 章，p.78-96.
山上精次（1982）．心理学におけるマイコン利用について　専修大学情報科学研究所所報， 2 ，12-17.
山上精次（1983）．眼球静電位図による新生児の眼球運動の検討　文部省科研費総合 A 研究成果報告書
山上精次（1983）．小型コンピュータによる眼球静電位図分析システム　行動計量学，11，11-22.
金城辰夫・山上精次（1984）．タイピング初心者におけるキーの識別過程　専修大学情報科学研究， 3 ，
57-74.
山上精次・鹿取廣人・佐藤隆夫・小田浩一（1984）．視運動機能の発達とその障害（ 1 ）日本基礎心理
学会第 3 回大会発表要旨　基礎心理学研究， 3 ，63.
鹿取廣人・山上精次・佐藤隆夫・小田浩一（1984）．視運動機能の発達とその障害（ 2 ）日本基礎心理
学会第 3 回大会発表要旨，基礎心理学研究， 3 ，63.
山上精次（1984）．初期行動の成立と展開　鹿取廣人（編）発達 II 現代基礎心理学講座10　東京大学出
版会，p.37-59.
山上精次（1984）．眼球静電位図による解析システムについて　文部省科研費総合 A 研究成果報告書
山上精次（1985）．動機付け　森武夫（編）心理学展望，第 3 章，p.43-61.
山上精次（1985）．学習　森武夫（編）心理学展望，第 5 章，p.91-109.
山上精次・鹿取廣人・鳥居修晃・佐藤隆夫・小田浩一（1985）．視運動機能の分析：その発達と障害
（ 1 ）日本基礎心理学会第 4 回大会，発表要旨基礎心理学研究， 4 ，47.
鹿取廣人・鳥居修晃・山上精次・佐藤隆夫・小田浩一（1985）．視運動機能の分析：その発達と障害
（ 2 ）日本基礎心理学会第 4 回大会発表要旨基礎心理学研究， 4 ，48.
鳥居修晃・鹿取廣人・望月登志子・山上精次・佐藤隆夫（1985）．視運動機能の分析：その発達と障害
（ 3 ）日本基礎心理学会第 4 回大会発表要旨　基礎心理学研究， 4 ，48.
鹿取廣人・山上精次・下條信輔（1986）．視覚的認知機能の発達とその障害　日本基礎心理学会第 5 回
大会発表要旨，基礎心理学研究， 5 ，42.
山上精次（1986）．サーケッド性眼球運動の実験的検討　専修人文論集，38，17-30.
山上精次・鹿取廣人・山田麗子（1987）．脳損傷に伴う視運動機能障害とその回復過程（ 3 ）：追跡眼球
運動の諸特性　日本基礎心理学第 6 回大会，発表要旨，基礎心理学研究， 6 ，45.
野呂瀬隆子・片寄隆正・山上精次・中嶋芳雄（1987）．各種の照明光源下における色評価と色彩感情　
日本心理学会第51回大会発表論文集，176.
山上精次（1988）．Development and dysfunction of visuomotor function （1）, （2）Paper presented at 
24th International Congress of Psychology.
山上精次（1988）．学習と適応　水野節子（編）改訂現代心理学　学術図書出版，第 3 章，p.54-76.
山上精次（1988）．動機と行動　水野節子（編）改訂現代心理学　学術図書出版，第 6 章，p.126-146.
山上精次（1988）．発達と初期行動　水野節子（編）改訂現代心理学　学術図書出版，第 7 章，p.147-
174.
山上精次（1989）．人間の初期行動　八木冕（編）適応行動の基礎過程　培風館，第 1 章，p.12-28.
山上精次（1989）．発達心理学　金城辰夫（編）図説現代心理学　培風館，第 6 章，p.117-139.
山上精次・山田麗子・鹿取廣人（1989）．言語発達遅滞児における視運動機能障害とその回復過程　日
本基礎心理学会第 8 回大会，大会発表要旨　基礎心理学研究， 8 ，46.
山上精次（1989）．サッケードと追跡眼球運動の初期発達について　基礎心理学研究， 7 ，71-83.
山上精次・鹿取廣人（1990）．視標に誘発された追跡眼球運動の発達的検討　日本基礎心理学会第 9 回
大会，大会発表要旨　基礎心理学研究， 9 ，66.
山上精次・鹿取廣人（1992）．指標に誘発された眼球運動の発達的検討　文部省科学研究費一般研究 A
成果報告書，p. 1 -11.
山上精次（1993）．眼球運動の初期発達　苧阪良二・中溝幸夫・古賀一男（編著）眼球運動の実験心理
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学，名古屋大学出版会，p.239-262.
山上精次（1994）．心理学の情報教育　私情教ジャーナル， 1 ，14-15.
山上精次（1994）．生まれる―人間の初期行動　中島義明・太田裕彦（編）人間行動放送大学教育振興
会，第 2 章，p.18-26.
山上精次（1995）．心理学演習―専修大学文学部における事例　片桐雅義他（編）人文社会系教育にお
ける演習・実験・実習のあり方に関する調査研究報告書，宇都宮大学国際学部，p.13-15.
山上精次（1996）．専修大学文学部心理学実験室におけるラボラトリ LAN の概要　専修大学情報科学
研究所所報，40， 1 -11.
山上精次（1996）．発達（発達心理学）　金城辰夫（編）図説現代心理学入門改訂版，培風館第 6 章，
p.125-148.
山上精次（1996）．ハイテク魔女狩り　季刊アスティオン，41，20-22.
山上精次（1998）．フリーソフトは大学を救う？　専修大学情報科学センターインフォメーション，14，
1 - 6 .
勝又一彦・鈴木佐知子・山上精次（1998）．聴覚障害者の空間認知に関する研究（その 1 ）　日本心理学
会第62回大会発表論文集，338.
古屋禎子・山上精次（1998）．幼児の言語伝達能力について　日本心理学会第62回大会発表論文集，
698.
山上精次（2000）．眼球運動の発達　視覚情報処理ハンドブック　朝倉書店，p.530-532.
熊谷朋之・下斗米淳・山上精次（2001）．週刊紙の人物表現における face-ism の性差と職種差　日本心
理学会第65回大会発表論文集，807.
渡辺薫・寳来俊介・山上精次（2002）．幼児の人物描画過程における柔軟性の発達　日本心理学会第66
回大会発表論文集979.
榎本玲子、廣中直行、山上精次（2005）．聴覚障害者における手型の視覚的認知　日本基礎心理学会第
23回大会，大会発表要旨　基礎心理学研究，23，250.
久方瑠美・山上精次（2006）．逐次提示される刺激の提示リズムが計数行動に及ぼす影響の検討　日本
心理学会第70回大会発表論文集， 2 AM111.
田端俊之・山上精次（2006）．幼児における両手の協応性の発達　日本心理学会第70回大会発表論文集，
1 AM136.
榎本玲子・山上精次（2006）．手話経験が手型の視覚的認知に及ぼす影響に関する研究　日本基礎心理
学会第24回大会，大会発表要旨　基礎心理学研究，24，223.
榎本玲子・山上精次（2006）．手話経験が手の運動イメージに及ぼす影響に関する研究　日本基礎心理
学会第25回大会，発表要旨　基礎心理学研究，25，145.
金城辰夫・藤岡新治・山上精次（共編）（2006）．図説現代心理学入門　三訂版　培風館
田端俊之・山上精次（2007）．幼児期における両手間協応の発達　日本心理学会第71回大会発表論文集，
1 PM100.
渡川純子・伊藤啓悟・山上精次（2007）．インテリアデザインにおける空想の役割　日本心理学会第71
回大会発表論文集， 1 EV035.
榎本玲子・山上精次（2007）．手のイメージ操作課題に体性感覚情報が及ぼす影響　日本心理学会第71
回大会発表論文集， 2 PM106.
松縄恵理・山上精次（2007）．言語課題の遂行に及ぼすジェンダーの効果　日本心理学会第71回大会発
表論文集， 3 PM140.
豊田祥子・高野裕治・山上精次（2007）．唾液アミラーゼ活性を指標としたストレス研究　日本心理学
会第71回大会発表論文集， 3 PM034．
齋藤悠・山上精次（2007）．幼児期における葛藤場面での攻撃行動の研究　日本心理学会第71回大会発
表論文集， 1 AM122.
湯澤優美・大久保街亜・山上精次（2007）．日本人共感覚者の文字認知　日本心理学会第71回大会発表
論文集， 3 EV041.
榎本玲子・山上精次（2008）．手のイメージ操作における内的表象に関する研究　日本基礎心理学会第
26回大会，大会発表要旨　基礎心理学研究，26，224-225.
榎本玲子・山上精次（2008）．手のイメージ操作課題における刺激の空間周波数成分の影響　日本心理
学会第72回大会発表論文集， 3 EV090.
塚田晴之・山上精次（2009）．知能指数および精神テンポが個人の時間管理行動に与える影響　日本心
理学会第72回大会発表論文集， 1 AM036.
中込真衣子・山上精次（2009）．対人距離の発達的研究｛幼児の性・年齢および着座してからの時間経
過が及ぼす影響―日本心理学会第72回大会発表論文集， 2 EV107.
榎本玲子・山上精次（2009）．自己および他者の手の内的表象に関する研究　日本基礎心理学会第27回
大会，大会発表要旨　基礎心理学研究，27，178.
榎本玲子・山上精次（2009）．手の状態からイメージされる身体方向に関する研究　日本心理学会第73
回大会発表論文集， 3 AM057.
榎本玲子・山上精次（2010）．手の見え方がその周囲の空間的注意に及ぼす影響　日本基礎心理学会第
28回大会，大会発表要旨　基礎心理学研究，28，270.
榎本玲子・山上精次（2011）．空間認知の身体化過程とその機序をめぐって　専修人間科学論集・心理
学篇， 1 ，61-69.
栗原彬・山上精次・澤幸祐（2012）．反応時間課題における主観的予測と行動の乖離：延滞条件づけと
痕跡条件づけを用いた検討　日本基礎心理学会第30回大会，発表要旨　基礎心理学研究，30，203-
204.
榎本玲子・山上精次（2012）．身体近傍空間知覚における道具使用の影響に関する検討　日本基礎心理
学会第30回大会発表論要旨　基礎心理学研究，30，213.
山 上 精 次（2012）． 心 理 学 研 究 室 の 近 現 代 史 と2012年 日 本 心 理 学 会 大 会 , Annals of Yamagami 
Laboratory, 2 , 1 - 2 .
山上精次・高砂美樹・サトウタツヤ・鷲見成正・溝口元（2012）．1912年とこの100年の心理学の展開　
日本心理学第76回大会シンポジウム S（11）
榎本玲子・山上精次（2012）．身体性を有した道具の使用による身体表象の変容に関する研究　日本心
理学会第76回大会発表論文集，530.
山下花緒・榎本玲子・山上精次（2012）．両耳分離聴による色聴共感覚の検討　日本心理学会第76回大
会発表論文集，618.
榎本玲子・山上精次（2013）．道具使用による身体近傍空間の拡張の様相に関する研究　日本基礎心理
学会第31回大会発表要旨　基礎心理学研究，31，208.
山下花緒・榎本玲子・山上精次（2013）．両耳分離聴による色聴共感覚の検討　専修人間科学論集・心
理学篇， 3 ，51-60.
山上精次（2013）．回想―日本心理学会第76回大会　Annals of Yamagami Laboratory, 3, 1-3.
坂上千佳子・岡村陽子・山上精次（2013）．大学生を対象としたメンタルヘルスリテラシー尺度作成の
試み　日本心理学会第77回大会発表論文集，357.
榎本玲子・山上精次（2013）．道具使用による身体近傍空間の拡張における異方性の検討　日本心理学
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会第77回大会発表論文集，496.
山上精次（2013）．「心理測定」から「基礎実験 2 」へ（ 1 ）　Annals of Yamagami Laboratory, 4, 1-3.
榎本玲子・山上精次（2014）．道具の使用方向が身体表象の変容に与える影響についての検討　日本基
礎心理学会第32回大会，大会発表要旨　基礎心理学研究，32，246.
大岡駿介・榎本玲子・山上精次（2014）．場面の特性が欺瞞認知に与える影響　日本心理学会第78回大
会発表論文集， 2 PM- 1 -031.
石黒良和・榎本玲子・山上精次（2014）．幼児における感情的役割取得と対人的問題解決が向社会性に
及ぼす影響　日本心理学会第78回大会発表論文集， 3 AM- 2 -017.
林大輔・大西まどか・山上精次（2014）．デジタル数字のクラウディング効果と視覚処理の階層性の関
係　日本基礎心理学会第33回大会， 2  A25.
榎本玲子・山上精次（2014）．道具の使用方向と身体近傍諸活動空間の関連についての検討日本基礎心
理学会第33回大会， 2  A33.
石黒良和・榎本玲子・山上精次（2015）．幼児の感情的役割取得対人問題解決から予測される対人行動　
専修大学人間科学部論集心理学篇， 5 ， 1 -13.
山上精次（2015）．「心理測定」から「基礎実験 2 」へ（ 2 ） 　Annals of Yamagami Laboratory, 5, 
1-12.
山上精次（2015）．成熟と成長（発達心理学）　金城達夫（監修）山上精次・藤岡新治・下斗米淳（共
編）図説現代心理学入門四訂版培風館，p.71-100.
堀越歩・小林正法・真田原行・榎本玲子・山上精次（2014）．幼児における虚記憶の発生メカニズムと
自己制御機能の関係　日本基礎心理学会第33回大会， 1  A19.
鈴木玄・山上精次・大久保街亜（2015）．視線変化による注意捕捉は男女で異なる　日本心理学会第79
回大会， 2  PM-077.
石黒良和・榎本玲子・山上精次・藤岡新治（2015）．援助要請と生活適応感の関連性｛他者軽視と自尊
感情の観点から日本心理学会第79回大会， 2  EV-027
大岡駿介・榎本玲子・山上精次・村松励（2015）．自己制御資源の消耗が欺瞞行動に及ぼす影響　日本
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